
２０２０年１０月 

在ニカラグア日本大使館 

 

ニカラグア定期報告（２０２０年９月） 

【要旨】 

内政・外交面では、オルテガ大統領が独立１９９周年記念式典やニカラグア国軍創設４

１周年記念式典などに出席し、マイケル・ヒーリー氏が民間企業最高審議会（COSEP）会

長に選出された。保健省発表によるコロナウイルス感染発生からのニカラグアの累計感染

者数は、４，１４６名、累計死者数は１５１名である（９月２９日時点）。一方で、市民

監視団体は感染疑い者累計１０，５１３名及び累計死亡者数２，７５１名（９月３０日時

点）と発表している。経済面では、４月以降ニカラグア発着の全ての国際商用便が停止し

ていたが、１９日にアビアンカ航空（マナグア・マイアミ間及びマナグア・サンサルバド

ル間）が再開した。 

 

【主な出来事】 

１ 内政・外交 

（１） オルテガ大統領のニカラグア国軍創設４１周年記念式出席 

 ２日、オルテガ大統領は、ムリージョ副大統領、アビレス国軍司令官、バジャルド・ロ

ドリゲス国軍参謀総長、マルビン・コラレス国軍監察官、フランシスコ・ディアス国家警

察長官、ロサ・バラオナ国防大臣同席のもと、マナグア市内革命広場で行われたニカラグ

ア国軍創設４１周年記念式に出席し、多くの軍人を叙勲した。 

 

（２） 各国・国際機関の支援 

ア 中米経済統合銀行（BCIE）の零細・中小企業向け支援 

 １日、BCIEは、「零細・中小企業（MIPYMES）への融資のための金融セクター助成ファ

シリティ」を通じて、ニカラグアに対して９００万米ドルの１回目の支出（ディスバース

メント）を実行した。 

 

イ 汎米保健機構（OPS）の COVID-１９関連物資供与 

 ９日、OPSは当国保健省（MINSA）に、消毒剤散布機具７２台、洗浄可能マスク１６，６

０７枚、パルスオキシメータ４００台、ビデオ会議用機材３０台を供与した。 

 

（３） 民間企業最高審議会（COSEP）会長選挙 

 ７日、ホセ・アダン・アゲリ氏は、８日実施の COSEP会長選挙の不出馬を表明した。８

日に実施された同選挙で、マイケル・ヒーリー農牧業者組合（UPANIC）代表が選出され

た。 
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（４） 国軍年金機構（IPSM）所有の BDF銀行株式売却 

 ２日、BDF銀行株式のシェア２５％（推定１，９００万ドル）を所有していた国軍年金

機構（IPSM）がその株式をパナマの実業家であるスタンリー・モッタ氏が率いる ASSAグ

ループに売却した。 

 

（５） 北朝鮮建国記念日祝電 

 ８日、当国外務省は４日付オルテガ大統領及びムリージョ副大統領の連名による金正恩

最高指導者宛北朝鮮建国記念日祝電を発表した。 

 

（６） チャンネル１２の財産差し押さえ 

 １２日、歳入局（DGI）が反政府系のテレビ放送局であるチャンネル１２の事務所、車

両、オーナーであるマリアノ・バジェ氏の自宅を２，１００万コルドバ（約６０万米ド

ル）の税金未払いとして差し押さえた。 

 

（７） 独立１９９周年記念式典でのオルテガ大統領の国民向け演説 

 １５日、独立１９９周年記念式典においてオルテガ大統領は国民向けに演説を行った。 

 

（８） モンカダ外務大臣による国連での演説 

 ２１日及び２８日、モンカダ外務大臣は、国連創設７５周年記念ハイレベル会合及び第

７５回国連総会一般討論演説で演説を行った。 

 

（９） オルテガ大統領の PARLACENビデオ会議出席 

 ３０日、オルテガ大統領はムリージョ副大統領とともに中米議会（PARLACEN）の「ポス

トコロナ時代の SICA地域の再活性化」ビデオ会議に出席した。 

 

（１０） 保健省（ＭＩＮＳＡ）によるコロナウイルス発表概要 

９月２９日、当国保健省は国内の感染状況について週間レポートを発表した。 

ア ２３日から２９日までの間に、保健省は９７名の COVID-19陽性及びおそらく陽性で

あると診断されたニカラグア人に対して、責任をもって注意深いフォローアップを行っ

た。また９４名がフォローアップ期間を終了した。 

 

イ パンデミックが始まってから今日までの間、保健省は合計４，１４６名に対し、責任

をもって注意深いフォローアップを行った。 
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ウ COVID-19感染者及びフォローアップ対象者の大多数は、様々な持病を抱えている。最

も多いのは糖尿病、肥満、高血圧、心疾患、免疫不全、慢性腎不全、脳卒中の既往歴、肺

結核及び慢性肺疾患である。 

 

エ この１週間の間に、COVID-19に起因する２名の死亡が確認された。（累計死者数１５

１名）また肺血栓感染症、糖尿病、急性心筋梗塞、高血圧及び細菌性肺炎によって、複数

のフォローアップ対象者が死亡した。 

 

オ 本日（２９日）までに、３，８９８名のニカラグア人が回復した。 

 

（１１） 市民監視団体による COVID-19感染状況レポート概要 

 １０月２日、市民監視団体（「Observatorio Ciudadano COVID-19 Nicaragua」）は、

９月２４日～３０日の期間に関する週間レポートを発表した。 

ア ９月２４日～３０日の期間に全国で１１７件の感染及び感染疑いが報告され、累計１

０，５１３名（うちマナグア県３，８８０名）となった。 

 

イ ９月２４日～３０日の期間に全国で１６件のコロナウイルス感染者及び肺炎と診断さ

れたがコロナウイルスの感染で亡くなった疑いが濃い死亡が報告され、累計死亡者数は

２，７５１名となった。 

 

ウ ９月１６日までに８１０名の医療従事者の COVID-19感染疑いが報告され、また１０

８名の死亡が報告された。 

 

（１２） CID Gallup社による世論調査結果 

ア 調査方法等 

調査期間：２０２０年９月 

調査対象：全国１６歳以上の男女１，２０２名 

調査方法：携帯電話 

信頼度数：９５％ 

 

イ 調査結果 

○一般 

（ア）この国が向かっている方向 

 正しい方向へ向かっている  ２４％ 

 間違った方向へ向かっている   ６７％ 
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（イ）何がニカラグアにとって最も重要な問題であるか。 

 職がないこと          ３４％ 

 政権の腐敗           １７％ 

 治安悪化            １６％ 

 基本的な生活費が払えないこと  １０％ 

 ドラッグ密輸と濫用        ６％ 

 COVID-19             ５％ 

道路の質が悪いこと        ２％ 

 家がないこと           １％ 

 十分な飲み水がないこと      １％ 

 

（ウ）家庭内の悩み 

 基本的な生活費が払えないこと  ２８％ 

 犯罪や暴力の増加        ２２％ 

 家計を支える人が無職      ２１％ 

 COVID-19            １１％ 

 子どもの教育           ４％ 

 飲み水の不足           ３％ 

 家屋の状態が悪い         １％ 

 

（エ）昨年と比較した家庭の経済状況 

 非常に悪化した/悪化した     ６３％ 

 変わらない/無回答        ２４％ 

 非常に改善した/改善した     １４％ 

 

（オ）体感治安（最近４ヶ月間） 

 犯罪が増えたと感じる  ８３％ 

 犯罪が減ったと感じる  １３％ 

 

（カ）自身や知り合いが盗難や恐喝にあった（最近４ヶ月） 

 ２０１９年       ２１％ 

 ２０２０年１月     １６％ 

 ２０２０年５月     １９％ 

 ２０２０年９月     ３１％ 
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○ネットへのアクセス 

（ア）どのような形でネットにアクセスしているか 

 家にプロバイダーと契約している ４９％ 

 プリペイド式の携帯電話     ２８％ 

 後払い式の携帯電話       １８％ 

 持っていない           ４％ 

※全体のインターネットへのアクセス率は９０％ 

 

○新型コロナウイルス 

（ア）自分でしている感染対策 

 マスク           ８０％ 

 手を頻繁に石けんで洗う   ６０％ 

 人との距離をとる      ４５％ 

 人と会わないようにする   １６％ 

 洋服を毎日洗濯する     １４％ 

 家で靴を脱ぐ         ９％ 

 

（イ）政府の対策は十分か 

 はい          ２９％ 

 無回答         ２２％ 

 いいえ         ４９％ 

 

（ウ）コロナの危機を利用して政権の腐敗が進んだか 

 進んだ         ６５％ 

 変わらない／無回答   ２６％ 

 減った          ９％ 

 

○ 現政権への評価 

（ア）オルテガ大統領の仕事ぶりの評価 

 良い，とても良い   ３０％ 

 普通，無回答     ２８％ 

 悪い，とても悪い   ４２％ 

 

（イ）ムリージョ副大統領の仕事ぶりの評価 

 良い，とても良い   ２４％ 

 普通，無回答     ２６％ 
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 悪い，とても悪い   ５０％ 

 

（ウ）オルテガ大統領が国民のために行動していると感じるか 

 いつもそう感じる   ３９％ 

 普通／無回答      ７％ 

 全くそう感じない   ５４％ 

 

○２０２１年大統領選挙 

（ア）来年の選挙で投票するか 

 する可能性が高い   ４２％ 

 おそらくする     １８％ 

 おそらくしない    １５％ 

 絶対しない      ２２％ 

 無回答         ３％ 

 

（イ）透明な選挙の重要性 

 とても重要である   ７２％ 

 まあまあ重要である   ９％ 

 あまり重要でない    ９％ 

 全く重要でない     ９％ 

 無回答         ２％ 

 

２ 経済 

（１） 国際商業便（アビアンカ航空）の再開 

１９日、アビアンカ航空によるマナグア発の国際商用便（マナグア・マイアミ間及びマ

ナグア・サンサルバドル間）が再開した。１０月５日時点、アビアンカ航空以外の国際商

用便は１１月再開予定である。 

 

（２）オルテガ政権のコーヒー関連資金悪用 

 フェデリコ・アルグェージョ・ニカラグアコーヒー輸出業者組合（EXCAN）代表は、オ

ルテガ政権はコーヒー産業発展のために設立された「コーヒー栽培の変革・発展のための

国立委員会（Conatradec）」の資金２００百万米ドルで肥料１，１０００キンタルを購入

し、ニカラグア北部のオルテガ政権支持者にのみ配布していると、オルテガ政権を批判し

た。 
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（３）カカオの輸出 

２０２０年１月１日から８月３１日時点でニカラグアはカカオ５，３５７．５０トンを

輸出しており、前年比４２．５％増である。主に、ベルギー・ドイツ等に輸出している。 

 

＜主要経済指標＞ 

  2018年 2019年 
2020 年 

7月 8月 9月 

ｲﾝﾌﾚ率 （対前年同月） 3.9% 6.1% 未発表 未発表 未発表 

貿易収支（百万ドル） ▲2,312.4 未発表 未発表 未発表 未発表 

輸出 FOB（百万ドル） 2,516.9 未発表 未発表 未発表 未発表 

輸入 FOB（百万ドル） 4,829.4 未発表 未発表 未発表 未発表 

海外送金受取額 （百万ドル） 1,501.2 未発表 未発表 未発表 未発表 

外貨準備高（百万ドル/期末） 2,261.1 2,397.4 2,767.6 2,838.0 未発表 

（出典：ニカラグア中央銀行） 

（了） 


